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16.  Abstract

　個人用安全衣服の様々な特性から歩行者の目立ちやすさを評価する為に夜間の路上 査を行なった。一般的に道

路作業者がよく着るANSI/ISEA 107-1999 に準じたクラス２とクラス３の作業着に関して 験を行った。被験者

は測定装置を搭載した 験車両で道路作業区域を模した周回路を普段運転している時と同様の目線 離で走行し、

それらの作業着を着用した歩行者をどの時点で確認できたかを記 した。独立変動要素としては衣服のトリムの輝

度（RA）、ANSI/ISEA作業着分 と形態、トリムの色、作業区域内の歩行者の位置、ドライバーの年齢、及びド

ライバーの性別等がある。また，それぞれの作業着を最初に視認できた 離を作業着の目立ちやすさの評価基準と

した。

 その結果、作業着の分 と形態、トリム色、歩行者の位置、及びドライバーの年齢等，全てが視認できる 離に重

要な影 を与える事が判明した。評価した範囲ではトリムの輝度とトリム の大きさは目立ちやすさに大きな影

は与えなかった。しかし、トリムの取付け位置は目立ちやすさに大きな影 を与えた。具体的にはクラス３の袖の

分に取付けられた再帰反射材料を使用したトリムの場合、クラス３のベストと比 すると歩行者の目立ちやすさ

は大幅に向上した。しかし、再帰反射材料を少しでも使用したトリムはその衣服への取付け位置、色、又は輝度に

係わらず暗い色の衣服を着用した歩行者に比べ，視認 離が7.8倍向上した。
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